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高潮・波浪による浸水被害がコンテナターミナルで多発し、気候変動によりリス

クは増大しています。対策検討にあたっては、ターミナル全体への効果を定量的に

示すことが課題です。 

本研究では、ストレステストを活用し、ターミナル全体の浸水脆弱性と対策効果

を定量評価する実務的手法を提案し、モデル事例によりその有効性を示します。 

（問い合わせ先） 

国土技術政策総合研究所 

研究総務官  宮田正史（内線：3008） 

TEL：046-844-5019  E-mail: ysk.nil-46pr@gxb.mlit.go.jp 


